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氏名：恋塚太世葉（こいづかたせは）
出身：宮城県

1983(S58～S62） スナップカメラマンとして婚礼会場に出入り
1987(S62) ブライダル司会業開始
2004(H16) ヒューマンアカデミー ブライダル部門講師
2005(H17) （BMCA)全日本ブライダルMCアライアンス設立

（WBW）Weddings Beautiful World-wide認定 ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ
2009(H21) （ABC）全米ブライダルコンサルタント協会認定

上級ウェディングヴェンダー（国内取得第一号）

【著書】
2003 ブライダル司会ハンドブック（杉並けやき出版）
2005 ブライダル博士のハンドブック（杉並けやき出版）
2017 ブライダル司会プレミアムハンドブック（杉並けやき出版）
2019 ブライダル司会の極意（キクロス出版）

自己紹介
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０．自己紹介

１．本日の目的と、恋塚近況報告

２．各種演出の本来の意味を知る

３．まとめ

アジェンダ
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１．本日のコンファレンスの
目的・ターゲット
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Z世代と言う言葉が注目を集めていますが・・・
本日現在、最新の世代は何世代？

◆α世代（Zの次はα）
対象となる生まれ年: 2010年〜2024年頃生まれ
現在の年齢: おおむね2歳〜16歳

◆β世代（αの次はβ）
β世代は始まっている・・・・

と言う事で、今どき結婚する若者は「Z世代」と言う言い方で良さそうだ。

ブライダルの各種演出についても、本来の意味に対して、Z世代の解釈は
異なっているようだ。
本来の意味、Z世代の解釈、両方を理解し、現場に臨みたい。



6月にまたまたハワイに行ってきました。

1-1. 近況報告
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コロナが明けて組数は回復しているもののコロナ前の水準には程遠いとのこと

1-2. 日本人カップルのウェディング
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サーフライダーホテル エントランス

ウェディングフォト（ハワイシアター前）

ロイヤルハワイアンホテル ガーデンウェディング

ウェディングフォト（ハワイシアター前）



2. 各種演出の本来の意味を問う
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この恋塚のパートは、各演出の本来の意味を問います。

１．教会式 花嫁が、父との入場

２．ブーケトス →ブーケプルズ→リボンプルズへ

３．ファーストバイト

４．ダーズンローズ

５．フラワーシャワー

６．花嫁のベール、バージンロード、フラワーガール、教会の鐘

７．引き菓子のバウムクウヘン

８．三々九度

９．お色直し

１０．お水合わせ サンドセレモニー

時間内に全部説明
できるかなあ？



2-1．教会式 花嫁の父との入場

家族を守る責任を負うのは唯一父親である。

独立していない（未婚）の子供を守る責任者として、挙式をする場所まで娘を

送り届けるというのが本来の意味。

父親としては花嫁を挙式の祭壇まで送り届けたところで「父親」としての役目

は終わる。

挙式が成立すると、花嫁を守る責任は新郎に受け継がれる

挙式の退場は新郎＋新婦となり、新郎がエスコート（守る）する。
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2-2．ブーケトス →ブーケプルズ→リボンプルズへ

ブーケトスは欧米が発祥。列席者は花嫁の幸せにあやかりたい一心で、花嫁

が身に着けているイヤリングだったり、髪飾りだったり、奪い取る勢いでゲッ

ト！花嫁としては気が気ではない・・・。そんな時に持っているブーケと空にほ

おり投げた。列席者がブーケを取り合う間に新郎新婦は無事退散した。

やがてブーケトスはブーケプルズなど室内版へと進化していく。
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2-3．ファーストバイト

披露宴でケーキを食べるタイミングはデザートタイム。欧米では、デザートタイ

ム時に、新郎新婦がウェディングケーキに入刀し、切り分けて振舞った。

そもそも、結婚式は、自宅でのガーデンウェディングスタイルだった。花嫁、母

親が中心となって料理を作り、列席者に振舞った。ウェディングケーキも花嫁

も参加しての手作り。

ケーキ入刀時、花嫁が最初に食べさせたいのは新郎である。花嫁から新郎へ、

一口送り、「ねえ、どう？おいしい？」、これがファーストバイトの発祥。
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2-4．ダーズンローズ

Dozen（ダーズン）は、英語でダース（12個）の意味。

単純にダーズンローズは12本のバラと言う意味。発祥はブーケ・ブートニアの

セレモニー。これがアレンジされて行き、情熱のバラ！、座りいい数字の１２が

1つの物語になった。列席者が手にするバラを新郎が受け取っていき、花束

が出来上がり、花嫁にプロポーズ、受け入れた証に1輪を新郎に贈るお約束

演出。
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2-5．フラワーシャワー

由来は新生活で、食べるものに困らないように・・・、と麦シャワーやライスシャ

ワーが行われた。昔はそれだけ食べるものが貴重だったという事。

これがいつの間にか、米→フラワーのシャワーに進化した。
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2-6．花嫁のベール、バージンロード、フラワーガール、教会の鐘

古代、「美しい花嫁は悪霊に狙われやすい」と言う言い伝えから、魔除けとし

て、ベール、バージンロードの演出が登場した。フラワーガールは、道を清め

るために花を撒き、そして、悪魔は金属音を嫌うという言い伝えから、挙式後

に教会の鐘を鳴らしたり。尚、ベールには宗教的な意味はない。最近ではドレ

スのデザインに合わせベールをしないパターンは多い。日本では、お約束の

ようにベールを付けるのが正当スタイル。
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2-7．引き菓子のバウムクウヘン

バウムクウヘンの形状から年輪を意味し長寿を願う。と言う意味合いは否定

しないが、結婚式でお土産（引き菓子）としてふるまうのは日本だけ。

洋菓子屋さんユウハイムの営業が頑張った成果と言える。引菓子人気の不

動のNo1である。

14



2-8．三々九度

３と９の意味合い。陰陽思想や古代中国の数理思想において、奇数は陽（縁
起が良い）とされた。
３は、「天・地・人」の調和を表すとも言われる。

１桁の奇数の中で最も大きな数字の９は、最高におめでたい「陽の極み」を意
味する。
小・中・大の3つの盃で、それぞれ３を３回ずつ（計9回）酒を酌み交わすことで、
尚更縁起がよいとされている。関連するものとして、三本締め。
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2-9．お色直し

お色直しは、平安貴族の時代から始まる日本独自の演出

結婚式は何日も掛けて行うため、白衣裳から相手の家の家風に馴染むという

意味で衣裳を替えていった。

十二単は最高格式の衣裳でもあった。十二単の正式名称は、「五衣・唐衣・裳（い

つつぎぬ・からぎぬ・も）」
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2-10．お水合わせ サンドセレモニー

お水合わせは日本発祥、サンドセレモニーは、欧米発祥。お互いの家の文化

を合わせましょう、と言うことではなく、2人で持ち寄ったものを合わせて新しい

もの（家庭）を作りましょうの意味合いが強い。
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各演出には本来の意味を持つものもあれば、物語は

なく、ビジネスの都合で始まったものもあります。

どちらにしろ、経緯を理解したところで、この後は、

それらがどのように進化（退化）していくのかなど、み

んなで考えていきましょう。

3.そろそろ本日のまとめ
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おまけ

AI（えーあい）は今こんな感じ
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2024年時のケーキ入刀画像生成
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2年前の事、生成AIに「ウェディングケーキ入刀のイメージ画像を作って！」と
お願いしたところ、こんな絵が出来上がりました。



2026年8月ではどうだ！
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そして2年後の今年、同じく「ウェディングケーキ入刀の画像を作って！」と
お願いしたところ、ちょっと進化した？



それぞれの演出、本来の意味
に対して、現代の解釈は時代を
反映したものになると思います。
この後の対談ですが

時代を反映した現場の最新の事
情を探ります！


